
お取引先様からのご注文は、70%がFAXや電話によるもので取引拡
大に伴い受注業務の負荷が増大していました。また物流部門では、委
託コストが経営を圧迫したことから自社運営へ移行しましたが、生産性
や正確性などの課題を抱えていました。そこで自社開発による、業界に
合わせた大規模なシステム刷新に着手しました。

自社企画開発のWeb受注・物流システムにより、受注業務の生産性は
1.7倍、物流部門では1.5倍に向上しました。物流部門のパート社員の
残業は月間180時間からゼロに大幅削減、さらに勤務時間を月間175
時間短縮しました（賃金は保証）。背景には、お客様と現場の声を活か
す組織風土があります。今後も眼鏡業界全体の生産性を向上し、業界
活性化に貢献していきます。　
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